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問題とE的

“感謝すること"は，従来心理学のみならず

哲学，宗教学，教育学など!幅広い学問領域で議

論されてきたテーマである O 例えば，哲学領域

において，キケロは“感謝は最高なる美徳であ

るだけでなく，他の全ての美徳の母で、ある"と

述べ (Cicero，57/2012) 感謝の重要性を指摘

している O またアダム・スミスは社会の安定性

を維持するにあたって感謝が重要な感情的資源

であると論じている (Smith，水田訳. 1973) 0 

心理学においては， 20∞0∞O年代に入りι，感謝
を

き，ありがたく思う人生の志向性"(Wood， Froh 

& Geraghty， 2010) と定義した特性感謝 (trait

gratitudeまたは dispositiontoward gratitude) 

の実証的研究が海外で広く行われ始めた。例

えば， 1860年から2011年において peer幽

reviewed journaI"条件で "gratitude"を含む論

文を，心理学データベース PsycINFOを用いて

検索すると，総論文数は800件であり，そのうち

652件(約82%)が2000年以降に発表されてい

*日本学術振興会特別研究員

る。これらの研究を概観すると， (a)感謝の内

容や感謝が生起する状況についての検討¥(b)

ノfーソナリティ変数や適応・不適応との関連の

検討¥(c)状態としての感謝-感情を高めること

の効果を検証した実験的検討， といった.大き

く三つに整理することができる。本研究では，

はじめにこれら三つの研究状況について概観し

た後，児童青年を対象とした感謝研究の現況に

ついて紹介する O

感認の内容ならびに感謝生起状況の検討

まず，感謝の内容や感謝が生起する状況につ

いての検討に関する研究群を概観するO 感謝の

内容に関する研究として，近年，感謝を測定

する尺度が複数作成されている o McCullough， 

Emmons & Tsang (2002) が作成した GQ-6

(Gratitude Questionnaire-6)や GAC(Gratitude 

Adjective Checklist) は，特性感謝を単一の因

子として測定する心理尺度である O 一方，多国

子から感謝を捉える尺度も存在する o Watkins， 

Woodward， Stone & Kolts (2003) は，感謝を

“豊かさの感覚“単純な感謝そして“他

者への感謝"の 3因子によって捉えた GRAT

(Gratitude， Resentment， and Appreciation Test) 

を作成している O 本邦においては，蔵永・樋口

ハY
市

1ム



発達臨床心理学研究 第 24巻

(2011a)が，感謝生起状況における大学生の感

情体験を“満足感'¥“申し訳なさ'¥“不快感"

の3因子により測定する尺度を作成しているO

また，特定他者に限定した感謝内容の検討も行

われている O 例えば池田 (2006)は，青年期

における母親に対ーする感謝感情には，援助して

くれることへのうれしさや産み育ててくれたこ

とへのありがたさ，今の生活をしていられるの

は母親のおかげだと感じる気持ちといった肯定

的な感情に加え，負担をかけたことへのすまな

さといった自費的な感情も含まれることを明ら

かにした。

感謝感矯が生起する状況については，蔵永・

樋口 (2011a，b)が，大学生を対象に，自由記述

調査と個別面接を併用した研究を行ったO その

結果，大学生において感謝が生起する場面とし

て， (a)被援助(個人が留っているときに他者

から助けられた時)， (b)贈物受領(偶人が特に

|怒っていないときに他者ーから何らかの資源、の提

供を受けた時)， (c)状態好転(個人を取り巻く

何らかの状態が好転した時)， (d)平穏(一見個

人を取り巻く状況に大きな変化がない時)， (e) 

他者負担(他者から直接支援を受けるのではな

く，他者に負荷がかかったことによって個人が

間接的に支援を受けた時)の 5場面を抽出して

いるO また，これら状況の違いによって，感謝

感情の生起に違いが生じ(蔵永・樋口， 2011a)，

状況をどのように評価するかによって，感情体

験に変化が生じることが明らかにされている

(jj哉永・樋口， 2011b)。以上の通 j 従来の研

究では，感謝に関する内容が検討され，感詩?を

単一または多次元的に捉える尺度が開発されて

いるO また，感謝感情が生起する場面に関する

十食言すも行われている D

感謝とパーソナリティ変数や適応・不適応変数

との関連の検討

ノfーソナリティ変数や適応・不適応との関連

については，主に成人を対象として，質問紙法

を用いた調査研究が行われている。性格傾向と

の関連では， Big-Fiveパーソナリティのうち，

開放性や外向性，協調性と正の，神経症傾向と

負の関連を有することが明らかとなっている

(McCullough et al.， 2002) 0 また共感的関心なら

びに視点取得といった共感性と正の関連を有す

ることが確認されている(Lazarus& Lazarus， 

1994; McCullough et a1.， 2002)。一方，情緒

的側面との関連においては，ポジティブ感情

(McCullough et al.， 2002; Watkins et al.， 2003)， 

楽観主義ならびに主観的幸福感 (McCullough

et al.， 2002) と正の関連を，ネガティブ感情と

負の関連 (McCulloughet al.， 2002) を有する

ことが明らかとなっている O また精神的健康と

の関連では，不安 (McCulloughet al.， 2002)， 

tiiJうつ(Lambert，Fincham & Stil1man， 2012; 

McCullough et al.， 2002; Watkins et al.， 2003)， 

身体的攻撃や敵意などの攻撃性 (Watkinset a1.， 

2003) ，ストレス (Wood，Maltby， Gil1ett， Linley 

& ]oseph， 2008) と負の関連を有する O さらに，

社会的適応感との関連では 知覚されたソー

シャル・サポート (Woodet a1.， 2008) と正の

関連を有することが示されている O この点につ

いては中学生においても同様の検討が行われ

ており，特性感謝が家族サポートを高めるこ

とカf明らかとなっている (Froh，Yurkewicz & 

Kashdan， 2009) 0 以上を概観すると，特性感謝

は適応感と正の，不適応感とは負の関連をそれ

ぞれ有すると考えられる O

感謝感情を操作した実験的検討

感謝感情を喚起させることによる精神的健康

の向上についての実験的検討も行われている O

Emmons & McCul10ugh (2003)は大学生を対象

に，感謝した事柄を筆記する課題を 1日l白，

2還問にわたって実施した。その結果，感謝

筆記群のポジテイフ、、感情が高まったO 同様の内

容が中学生でも追試され，感謝筆記群が苛立ち

ごとについて筆記する群や統制群に比べ，学校

における人生満足感が有意に高かった (Froh，

Sefick & Emmons， 2008) 0 こうした“援助をさ

れた後に生起し援助に対する返報を動機づけ

る感情"は状態感謝 (stategratitude)と呼ばれ

(Wood et al.， 2010)，特性感謝と利益に関する認

知評価の開の関連や (Woodet al.， 2008)，感謝

の生起状況に対する認知評価が感謝の感情体験

に及ぼす影響が検討されている(蔵永・樋口，
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2011b) 0 

児童青年を対象とした感謝研究

上述した研究は主に大学生以上の成人を

対象としたものであるが 感謝についての

発達的検討も行われている(レビューにつ

いては，有光 (2010) を参照)。感謝感情は

他者視点の取得が可能になる 4歳頃より生起

し (McAdams& Bauer， 2004) ，年齢とともに

感謝の経験と表出が増加するといわれている

CBaumgarter-Traumer， 1938; Graham， 1988) 0実

験の結果. 6歳以下では 2割前段の子どもが感

謝を表現するが.10歳以上では 8割以上の子

どもが感謝を表明するようになることが示さ

れている (Gleason& Weintraub， 1976) 0また
Baumgarter国Traumer(1938) によると，お返

しに何かをあげたり，何かをしたりする具体的

感謝が8歳頃をピークに徐々に低下する一方，

受益者が恩恵を施す人と精神的な結びつきを生

み出そうとする試みである結合性感謝は12歳に

おいて最も高まるとされる O このことから，具

体的感謝は8歳頃からある程度可能になり，人

との結びつきにより感謝を表現していく結合性

感謝へ移行していくと考えられている(有光，

2010) 0 以上より，感謝感情とその表明は小学校

中学年以降急速に発達し その内容もより対人

的であると考えられる O

しかしながら，これらは海外で得られた知見

であり，本邦の研究では中学生以下を対象とし

た研究は見当たらない。また海外の研究につい

てな児童青年を対象とした研究は少ないのが

現状である O 成人を対象とした質問紙尺度を，

より低い年齢群で使用可能かどうか検討され

たのも最近であり (Froh，Fan， Emmons， Bono， 

Huebner & Watkins， 2011). いまだ研究数は少

ない。先述したように 感謝は“援助をされた

後に生起"し“返報を動機づける"感情とさ

れているが (Woodet al.， 2008) .そもそも，児

童がどのような状況に量かれた時に感謝感情を

抱くのか，抱いた感謝をどのように表現するの

かという点についての検討は不十分である O さ

らに，感謝は道徳的感情 (moralaffect) であ

るとされ (McCullough，Kilpatrick， Emmons & 

Larson， 2001)，本邦においても道徳の学習指導

要領において.小中学生において一貫して感謝

についての項目が含まれている(文部科学省，

2008)0以上より，児童青年において感謝を研究

することは高い社会的ニーズを有すると考えら

れる D

そこで本研究では，小学校高学年を対象に，

感謝が生起する状況とそこで行われる感謝の表

現について，自由記述調査を通じてその内容を

明らかにすることを目的とする。

方 法

謂査対象者 小学校4年生から 6年生179名

(男子87名，女子92名)であった。

調査方法 学級ごとに学級担任が以下の内容

から構成された質問紙を配布-教示しIill答を

求めた。

調査用紙とその内容 フェイスシートに日常

生活の事柄について尋ねる旨を示し関査は学

校の成績とは無関係であること，倫理的配j恵

(自答の中止や拒否の権利ついて)を記載し性

別を記入する械を設けた。質問紙では， (a)普

段の生活の中でどんな11寺に感謝・の気持ちが生じ

るか， (b)普段の生活の中で，感謝・の気持ちを

どのように伝えるかの 2点について，それぞれ

3つまで記入できるよう記述欄を設け，回答を

求めた。

結 果

得られた記述を集計した結果，感謝生起状況

の記述数は367，感謝表明の記述数は300であっ

た。感謝生起場面と感謝表明について，それぞ

れ博士課程に在籍する大学院生4名ならびに修

士課程に在籍する大学院生 l名が悶法 (J11喜

田， 1970)に基づいて記述を分類しt::.o

感謝生起状況の結果

感謝生起状況について 367侶の記述を分

類した結果. 3ilnlの大カテゴリが得られた

(Figure 1 )。“道具的な被援助"大カテゴリに

は. 6惜の中カテゴリと，それら中カテゴリに

可
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道具的な被援助 情緒的な被援助

作ってもらった時 貸してちらった跨 ポジティブ状況における ネガティブ状況における

金著書を作ってくれた時(6) 忘れ物を録してくれた跨(18) 情緒的な被援助 情緒的な被援助
飲み物を入れてくれた略(2) 物を策してくれた時(13)

ほめてちらった碕(16) 励まされた略(20)
向かを作ってくれた符(1)

応緩してくれた時(4) 結践にのってくれた時(12)

取ってもらった時 心配してくれた時(7)

翼ってちらった時 (港とした)ちのを治ってちらった時(22)
慰めてくれた時(2)

{可かを取ってちらった時(7)
その他(2)

伺かを潔ってもらった略(10)

ゲームや力一ドを貿ってもらった筒(4)

教えてもらった時

物をちらった持 イ可かを教えてちらった時(11)

{何かを)ちらった時(27)
勉強を教えてちらった符(10)

プレゼントをちらった時(20)
忘れちのを教えてくれた時(1)

お小遭いお金をちらった時(5)
遜が分からないとき教えてくれた崎(1)

1ftってくれた符(3)

事事がかなった時(1)

ワッカーでいいJCスをちらった時(1) 抽象的な感謝状況

手伝ってくれた鰐(46)

図った持に助けてくれた碕(19)

荷物を縛ってくれた時(18) tsカしてくれた時(8) 何かをしてちらった時(16)

自分ができないことをやってくれた時(8) 一緒に行ってくれた時(8) 親切にしてちらった時(4)

待ってくれた碕(8) 遊びに誘ってくれた時(7) やさしくしてくれた時(2) その他
けがをした際に保健室に逮れて行ってくれた時(6) うれしくなった時(2)

自然に出てくる(2)
頼んだことをしてくれた持(3) 送り迎えをしてくれた時(3) その他(4)

分類不能(6)

カッコ付数字は，各カテゴ1Jに含まれた記述数を示す。

Figure 1 感謝生起状況についての分類結果

属さない10備の小カテゴリが含まれた。このう

ち中カテゴリとして，食事を作ってくれたり飲

み物を入れてくれたなどの“作ってもらった

時"， (忘れ)物を貸してくれた経験を含む“貸

してもらった時ゲームやカードなと¥何かを

“買ってもらった時" プレゼントやお金などの

“物をもらった時'¥勉強や忘れ物などを“教え

てもらった時'¥落し物を含む，何かを“取っ

てもらった時"の6偶が見出された。この他，

中カテゴリに含まれない項呂として，“荷物を

持ってくれたu寺"や“自分ができないことを

やってくれた時"など10個の小カテゴリが得ら

れたO また，“情緒的な被援助"大カテゴリに

は，“ポジティブ状況における情緒的な被援助"

と，“ネガテイブ状況における{者緒的な被援助"

の2備の中カテゴリが含まれた。このうち前者

については，“ほめてもらった時"と“応援して

くれた時"の2偲の小カテゴリが含まれた。後

者については，“励まされた時"や

てくれた時"を含む5個の小カテゴゴ、1リjが含まれ

ていたO さらに

リには，“手伝つてくれた時"や“思つた時に助

けてくれた時"など，場面や具体的状況，道具

的・情緒的な被援助の内容が判別できない 7個

の小カテゴリが含まれた。その他，内容が半iJ~Jj

できず， どの大カテゴ1)にも属さない，“その

他"カテゴリが見出された。

感謝表明の結果

感謝の表明について， 300個の記述を分

類した結果， 41自の大カテゴリが得られた
(Figure 2 )。“感謝の言明"大カテゴリは，“具

体的内容を反映した言明"中カテゴリと，問中

カテゴ1)に属さない 3個の小カテゴリを含んで

いた。中カテゴリ内には “・ありがとう， "や

‘・サンキュー， "など，感謝の言明に関する具体

的な表現が含まれた。また，“具体的内容を反

っLqノ一】
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感謝の言明 返報行動

E童iil:で伝える(68) お返し(6) おちいやり行動(5)

ロで伝える(6)

fすみまゼんJ(2) 相手の 相手の

具体的内容を反映した言明 ネガテイフ状態に ポジテイブ状態に

fありがとうJ(68) 対する返報行動 対する返報行動

ft:tシキューJ(6) 援助(5) プレゼントする(11)

場面を伴う fありがとうJ(5) はげまし(3) お礼をする(4)

fありがとうj以外の富喜納(3) 手伝い(3) かたちみをする(3)

伝える擦の表現

くりかえし伝える(2)

動作 11 感'情
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カッコ付数字は，各カテゴリに含まれた記述数を示すo

Figure 2 感謝表明についての分類結果

映した言明"中カテゴリに含まれない記述とし

て，“言葉で伝える"や“口で伝える"などの

具体的内容を含まない言明が多く抽出された。

“返報行動"大カテゴリには “相手のネガテイ

ブ状態に対する返報行動" “相手のポジティブ

状態に対する返報行動"ならびに 2個の中カテ

ゴワに含まれない2個の小カテゴリが得られ

た。このうち

返報行動"については，“援助"や“はげまし"

なと返報相手がネガティブな状態にある時に

返報を行う記述が含まれた。一方“相手のポジ

テイブ状態に対する返報行動"については，“プ

レゼントする"や“おネしをする"なと相手の

ネガテイブ状態にとらわれることのない返報行

動が含まれた。

“伝える際の表現"大カテゴリには，“動作"

と“感清"の中カテゴリの他に，“くりかえし

伝える"小カテゴリが含まれた。このうち“動

作"中カテゴリには“行動で伝える¥“頭を下

げる・おじぎ"や“表情で伝える"など，主に非

言語的な動作を表す記述が含まれた。また“感

情"中カテゴリには “気持ちをこめて伝える"

や“笑いながら伝える"なと¥f云える際に!接関

を込めた表現を表す記述が含まれた。 1云遠方
法"大カテゴリには直接'¥“間接"と

藍接"の 3侶の中カテゴリが含まれたO このう

ち“準直接"カテゴリには，“手紙で伝える"や

“メールで{云える"など イ可らかのt某イ本を用い

た感謝の表現方法が含まれた。その他，内容が

判別できず， とごの大カテゴリにも属さない記述

は，“その他"カテゴリにまとめた。

考 察

本研究の目的は，小学生を対象として，感謝

を感じる状況と感謝の表明方法を， 自由記述調

査を通じて明らかにすることであった。

KJ !:去を用いた分類の結果，感謝生起状況に

ついては，何か物をもらったり貸してもらうこ

となどを含む道具的な被援助と，褒めてもらっ

たり励まされたりすることなどを含む情緒的な

被援助が大カテゴリとして抽出された。これ
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は大学生を対象とした先行研究(蔵永・樋口，

2011a)の結果と一致する O また，本研究ではい

ずれも大カテゴリの中に含まれたが，“物をも

らった時"や“掃除をしてくれた時"なとどごは，

いずず、れもj蔵蔵永.樋口 (201口1a幻)の

“他者負担"に対応すると考えられるO 蔵永-樋

口 (2011a)がまとめた，大学生における五つの

感謝生起状況のうち，“被援助

らびに“他者負担"の 3状況は，他者の存在や

行為が強調された状況であるとされている O 一

方， 蔵氷.樋口 (2却01口1a心)の!感惑謝生起状j況兄のう

ちι，
定しない状況といわれている O 小学校高学年段

階では，これら二つの状況に対応する内容が出

現しなかったため，小学校高学年段階では，感

謝は主に対入場面において生起すると考えられ

るO

一方，感謝表明の結果については，言葉によ

る表現である“言明"と，行動によって感謝の

意を示す“返報行動' に大5りされた。それに加

えて，表明の際に用いられる媒体や，“言明"な

らびび、に

れたO 記述数にj注主i自ヨすると仁，

テゴゴ"1リjによ比ヒべ， つ惑謝の言明"大カテゴリの記

述数が多い。言語による感謝の表明は児童青年

を通じてその割合が高いこと，相手に対してお

返しをする具体的感謝は8歳でその割合が最も

高くなり. 12歳から15歳でその割合が最も低く

なること治宝明らかとなっている (Baumgarten-

Traumer， 1938)。こうしたことから，本研究の

対象となった小学校高学年において，感謝の表

明はすでに言語を通じて行われていると考えら

れる O また，伝える際の動作や表情といった非

言語的側面や，“笑いながら"や 1憂しく"など

の情緒的側面など，表明を“どのように"行う

かという点についての記述も抽出された。小学

校高学年の児童においては，こうした伝え方に

ついてもすでに学習されていることが示唆され

るO

さらに，“手紙で伝える"や“心の中で思う"

という，感謝を藍接的に対面で相手に伝達せ

ず，間接的に伝達するという内容も含まれて

いた。日本人は，“感謝しているが，恥ずかし

い"というような，援助を受けた際に肯定的感

情と否定的感情が両立することが示唆されてい

る(一言-新谷-松見 2008)。本研究の結果，

感謝生起状況は概して他者から援助を受けた場

面が挙げられたが こうした他者から援助を受

けることについての申し訳なさや恥ずかしさと

いったネガテイブな感情が生起し感謝の表明

が抑制されることも考えられる O また，そうし

たネガテイブ感情が賦活することで，表明方法

についての知識を有していても，表明を行うた

めの適切な社会的スキルの発揮が妨げられる可

能性もある(例えば.Gresham (1986)など)。

今後，感謝の表明について検討する際には，感

謝生起状況において同時に生起するネガティブ

な感情や，感謝表明の実行可能性も踏まえる必

要があろう O

まとめと今後の課題

本研究で、は，小学校高学年において， どのよ

うな状況で感謝が生じ それをどのように相手

に表明するかについて 自由記述調査によって

検討した。幻法による分類の結果，少なくと

も児童期後期においては，感謝は他者からの道

具的-情緒的な援助を受けることによって生起

すること，生起した感情を“ありがとうゲ..とい

う言明や返報行動によつて相手に伝達すること

が明らカか、となつたO これは 感謝を.“‘援助をさ

れた後に生起し援助に対する返報を動機づけ

る感情..と定義したWoodet a泊1.(ω20∞08ω)の知
見や

る，ありがたいなどの肯定的感情"と定義した

Tsang (2007)の知見を支持する結果となった。

しかしながら，こうした対人的な感謝に焦点を

当てた研究は本邦では未検討であるばかりか，

こうした感謝に焦点を当てた測度自体が存在し

ない。今後は本研究で得られた知見を踏まえ，

感謝を測定する尺度を作成することが当面の課

題となろう O

本研究の結果から，児童期後期において感謝

が生起するのは何らかの援助を受けた時が主で

4
 

q
/
]
 



藤原・村上・西村.i賓口・襟井:小学生における感謝生起状況とその表明についての探索的研究

あり，そこには他者の存在が必要となることが

明らかとなった。一方，大学生を対象とした研

究では自分自身の霞かれた状況の変化や，一方

で変化なく平穏無事であることに対しても感謝

感情を抱くことが明らかとなっており(蔵永・

樋口， 2011a) ，成人では必ずしも感謝感情の生

起に他者を必要としないと考えられる O 感謝感

情の生起メカニズムがどのように発達するのか

について，今後詳細に検討する必要があろう O

また，感謝と精神的健康との関連について

も，本邦では検討されていない。これまで児童

青年においては，質問紙調査によって感謝が

家族からのサポート知覚を高めること (Froh

et a1.， 2009)，筆記課題を用いた介入により学

校場面における人生満足感を高めることが明ら

かとなっている (Frohet a1.， 2008) 0感謝と精

神的健康の関連が明らかになれば， Emmons & 

McCullough (2003)や Frohet a1. (2008)のよ

うに，感謝を高める介入により精神的健康を!向

上させる実践への応用が可能になると考えられ

るO 今後は介入実践に向けた基礎研究の蓄積が

重要な課題となろう。

さらに， こうした感謝の研究は，文化差が大

きく反映されると考えられている O 感謝を含む

自己意識的感情については文化差が指摘されて

いる(有光， 2010) 0心理的負債について大学生

を対象とした自米比較を行った一言ら (2008)

によると，アメ 1)カ人よりも日本人の方が援助

されることに伴う否定的感清が強いという O 同

様に，援助を受けた際に生じる自己にもたらさ

れる利益と他者のコストの比較においては，ア

メリカ人は援助における他者のコストよりも自

己にもたらされた利益が心理的負債をよりよく

説明するのに対し百本人は他者のコストの方

が心理的負債に対して大きな説明力を持つこと

が示されている(一言ら 2008)0さらに，感謝

のルーツは世界の宗教的な伝統の中に見出すこ

とができ，ユダヤ教徒，キリスト教徒，イスラ

ム教徒にとって感謝は最も基本的な感矯である

とされている (Emmons，2004) 0こうした偲人

が有する文化的・宗教的な背景についても考慮

しながら，感謝に隠する比較文化的検討を進め

ることも今後の課題となろう O
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